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 研究要旨 
人工内耳植込み術施行前後の多職種連携による効果的療育に係る

好事例・青年〜成人の先天性難聴症例に対する人工内耳植込み術

に関する新たな知見について  

 
 

 

 
Ａ．研究目的 

       本研究は事例に関わる傾向をデータ収集し    

て 、将来的に我が国の先天性難聴人工内耳 
症例で好事例を収集、その傾向を調査すると

ともに、青年〜成人症例のより良い聴覚回復

に繋げられ、先天性難聴医療や人工内耳医療

の社会的な啓蒙に結びつけられることを目標

とする。  
 
Ｂ．研究方法 
好事例集や先天性難聴青年〜成人症例の調 
査依頼文作成や作成例、エクセルデータシー

トを作成。実態調査を行う。(倫理面への配

慮) 研究対象者に対する人権擁護上の配慮の

ため、共同研究を行う予定の研究協力者の施

設において倫理委員会申請などを行い、十分

なインフォームドコンセ ントを行う。 
また、保護者向けの先天性難聴児の療育リー

フレットや難聴のお子さんと保護者のための

難聴児療育のロードマップ。特に人工内耳に

関してーロードマップ作成に参加した。  

       Ｃ．研究結果 
あらかじめ作成した作成例に基づき全国の 
人工内耳医療機関、療育機関より情報収集、

およびエクセルのデータベースを作成した。  
またデータ解析を主導した。リーフレット作

成やロードマップ作成にも協力し参加した。

「好事例となった要因」としては １）保護

者・家族の熱意、２）多職種の適切な連携、

３）早期医療介入・教育、 ４）適切な療育・

積極的な聴覚活用であった。                       

 

 

 

 
        
         
        
        
        
        

また、「青年〜成人の先天性難聴症例に対す 
る人工内耳症例」では、１）1～2 歳で補聴器 
装用開始できるほど、早期発見が行われていた。     

２）早期からの AVT 療育方法や聴覚口話法など 
の聴覚活用教育で療育されていた。早期補聴、 
早期療育と考え合わせると、聴覚を活用した療 
育を幼小児から受けていたことが青年・成人期 
になっても聴覚路が形成されているために人工 
内耳を有効活用できたと考えられた。 
 
Ｄ．考察 
人工内耳の多職種連携による好事例および先 

天性難聴の青年〜成人症例は日本中の医療機関 
に存在した。わが国における人工内耳の正しい 
理解及び早期発見の重要性、難聴児に対する療 
育、特に人工内耳や補聴器で聴覚を高められて 
管理された聴覚を武器に AVT 療育や聴覚口話法 
などの聴覚活用療育について啓蒙を図り、その 
ような療育ができる言語聴覚士や教員の育成を 
図っていくことも重要であると考察した。  
                    
Ｅ．結論 
人工内耳植込み術施行前後の多職種連携によ 

る効果的療育に係る好事例集および青年~成人の 
先天性難聴症例に対する人工内耳の症例の収集 
は重要であった。 １）保護者・家族の熱意、 
２）多職種の適切な連携、３）早期医療介入・ 
教育、 ４）適切な療育・積極的な聴覚活用及び 
早期からの AVT 療育方法や聴覚口話法などの聴 
覚活用教育で療育が重要であり今後そのような 
医療関係者、教育関係者の育成と社会的な啓蒙 
が重要である。 

 
 

 

 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ｆ．健康危険情報 
特になし 
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